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学
生
生
活

　

一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
十
一
月
十
八
日
正
午
、
夜
来
の

秋
雨
の
中
、「
蒼そ
う

穹き
ゅ
う」
と
命
名
さ
れ
た
青
年
像
の
除
幕
式
が
挙
行

さ
れ
た
。
数
十
羽
の
鳩
と
色
と
り
ど
り
の
風
船
が
、
駿
河
台
校
舎

中
庭
の
長
方
形
の
雨
空
に
舞
い
立
っ
た
。

　
「
青
年
像
」と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、

早
稲
田
大
学
の
大
隈
重
信
像
や
北
海
道
大
学
の
ク
ラ
ー
ク
像
の
よ

う
に
、
大
学
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
作
ら
れ
た

も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
両
像
が
大
学
が
提
起
し
大
学
が
作
っ
た

も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
像
は
学
生
か
ら
提
起
さ
れ
学
生
に

よ
っ
て
担
わ
れ
た
「
運
動
」
の
結
実
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

五
八
年
六
月
、
中
央
大
学
新
聞
は
、
創
刊
五
〇
〇
号
を
記
念
し

て
学
生
歌
の
歌
詞
を
募
集
、
法
学
部
二
年
岡
本
明
久
の
「
今
こ
そ

集
い
て
」
が
選
考
の
結
果
、
第
一
席
入
選
と
決
ま
り
、
賞
金
一
万

円
が
贈
ら
れ
た
。
彼
は
同
紙
五
一
四
号
に「
学
園
に
う
る
お
い
を
」

と
い
う
一
文
を
寄
せ
、「
く
す
ん
だ
校
舎
、
少
な
い
緑
樹
、
舗
装

さ
れ
た
中
庭
、
そ
れ
に
数
知
れ
ぬ
落
着
か
な
い
表
情
の
学
生
群
が

労
務
者
の
よ
う
に
あ
ふ
れ
て
い
る
」
殺
風
景
な
学
園
に
、「
雄
々

し
く
、
力
強
い
、
わ
た
し
た
ち
す
べ
て
の
肖
像
と
も
い
え
る
、『
中

大
の
像
』
を
建
設
し
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
、
学
生
歌
の
賞
金
を

基
金
と
し
た
「
中
大
の
像
」
建
立
を
呼
び
か
け
た
。

　

こ
の
呼
び
か
け
は
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
岡
本
の
ク
ラ
ス
二
年

法
律
科
一
四
組
、
昼
夜
自
治
会
、
新
聞
学
会
で
「
像
建
設
発
起
人

会
」
が
結
成
・
開
催
さ
れ
、
翌
五
九
年
四
月
を
目
途
に
建
設
委
員

会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
委
員
会
に
は
、
学
生
課
・

学
友
会
三
団
体
・
協
同
組
合
も
加
わ
り
順
調
に
歩
み
だ
し
た
か
の

よ
う
に
見
え
た
が
、新
入
生
歓
迎
大
会
で
の
宣
伝
活
動
が
終
わ
り
、

夏
休
み
も
過
ぎ
る
頃
に
な
る
と
運
動
は
行
き
詰
ま
り
の
様
相
を
呈

し
た
。
そ
こ
で
、
十
月
二
十
四
日
に
は
建
設
委
員
会
を
解
消
、「
青

年
像
を
造
る
会
」
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
造
る
会
」
は
、
提
案
者
の
岡
本
を
責
任
者
と
し
て
旧
二
法

一
四
組
有
志
を
中
心
に
、
各
団
体
が
支
援
す
る
か
た
ち
で
具
体

的
な
運
動
を
開
始
し
た
。
募
金
目
標
額
一
〇
〇
万
円
（
像
制
作
費

六
〇
万
円
、付
帯
施
設
三
〇
万
円
、事
務
費
一
〇
万
円
）。
会
計
部
・

企
画
（
広
報
・
情
宣
）
部
・
資
金
部
・
庶
務
部
を
組
織
、
他
の
実

行
委
員
は
一
・
二
年
生
を
対
象
に
公
募
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
体

制
で
学
内
外
の
募
金
・
物
品
等
の
寄
付
や
廃
品
回
収
・
映
画
・
音

楽
会
な
ど
に
取
り
組
む
活
動
方
針
を
決
め
た
。
同
時
に
各
部
責
任

者
と
加
盟
八
団
体
の
連
名
で
、「
青
年
像
建
立
に
つ
い
て
の
申
請

書
」を
学
生
部
へ
提
出
し
た
。
こ
の
申
請
は
十
二
月
に
認
可
さ
れ
、

正
式
な
「
青
年
像
を
造
る
会
」
が
発
足
し
た
。
翌
六
〇
年
一
月
に

は
、
美
術
評
論
家
の
柳
亮
と
代
々
木
上
原
教
会
牧
師
赤
岩
栄
の
紹

介
で
彫
刻
家
の
本ほ

ん

郷ご
う

新し
ん

と
会
い
、
す
ぐ
に
制
作
依
頼
を
内
定
、
翌

月
に
は
本
郷
が
建
立
場
所
の
検
討
の
た
め
来
校
し
て
い
る
。

　

一
方
、
四
月
に
は
目
標
額
を
二
〇
〇
万
円
に
変
更
、
中
庭
に
自

動
車
部
か
ら
提

供
さ
れ
た
ド
ラ

ム
缶
を
据
え
て

募
金
運
動
を
開

始
、
さ
ま
ざ
ま

な
か
た
ち
で
募

金
が
寄
せ
ら
れ

た
。
卒
業
生
が

亡
友
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
拾
得
金
が
死
後
手
に
入
る
こ
と
に

な
っ
た
学
生
の
遺
族
・
友
人
か
ら
、
ま
た
本
学
を
目
指
し
て
受
験

勉
強
に
励
ん
で
い
た
子
息
を
亡
く
し
た
母
が
、
青
年
像
へ
そ
の
遺

志
を
託
し
た
。
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
辻
久
子
も
縁
あ
っ
て
建
設
の

た
め
に
演
奏
会
を
催
す
な
ど
の
こ
と
も
あ
っ
た
。
決
し
て
順
調
と

は
い
え
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
託
さ
れ
た
募
金
活
動
に
よ

り
、
建
設
運
動
は
徐
々
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

足
か
け
四
年
に
わ
た
る
運
動
の
末
、
六
一
年
十
一
月
、「
造
る

会
」
は
拒
み
続
け
て
き
た
大
学
の
援
助
を
受
け
入
れ
、
不
足
額

八
八
万
円
の
補
助
を
得
て
、
よ
う
や
く
冒
頭
の
除
幕
式
と
な
っ
た

の
で
あ
っ
た
。

　

学
内
は
マ
ス
プ
ロ
化
が
進
み
、
総
長
選
考
や
基
本
規
定
改
定
問

題
で
揺
れ
、
学
外
は
安
保
問
題
に
全
国
が
揺
れ
、
内
外
と
も
に
矛

盾
が
噴
出
し
、
時
代
の
潮
流
が
大
き
く
う
ね
る
中
で
の
こ
と
だ
っ

た
。

　

新
し
い
大
学
を
模
索
し
、
岐
路
に
立
つ
中
大
に
学
ぶ
学
生
自
ら

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
青
年
像
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
託
さ
れ

た
。
そ
の
台
座
の
銅
板
に
は
、
公
募
・
決
定
さ
れ
た
「
若
人
は
語

り
合
ひ　

そ
し
て　

歩
む
の
が
好
き
だ
」
と
の
言
葉
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
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青
年
像
の
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設

造る会パンフレット（1960 年 6月）


